
平成２０年４月１４日  
東 北 電 力 株 式 会 社 

 
東通原子力発電所１号機における  

作業員への放射性物質の付着について  
 
 東通原子力発電所１号機（平成２０年３月２２日より第２回定期検査を実

施中）において、４月１１日１６時４７分頃、ＴＩＰ索引装置＊１分解点検に

係る作業環境の放射線測定業務に従事していた協力会社放射線管理員（以下

「放管員」という）が、作業終了後、管理区域から退域する際、体表面ゲー

トモニタで身体サーベイを実施した結果、右ひざの側面に、放射性物質の付

着を確認しました。  
 その後、直ちに付着していた放射性物質を除去しました。  
 また、放管員が立ち入ったルートの床面等については、スミヤ法＊２により

汚染がないことを確認しました。  
 

事象発生の原因は、以下のとおりと推定しました。  
１．索引装置を切り離し一時的に他の場所へ移動するにあたって、放管員

が当該機器の放射性物質の付着状況確認のためのスミヤ法によるサン

プル採取の際、索引装置に付着していた放射性物質が２重に装着して

いた外側のゴム手袋に付着、その後外側のゴム手袋を取り外す際に、

放射性物質が被服等に付着した。  
２．その後、管理区域退出時の被服の脱衣の際に、被服等に付着した放射

性物質が右ひざの側面に付着した。  
 
今後の対策としては、放射能量のレベルが低い区域であっても放射性物質

の付着の可能性がある機器の切り離し作業を行う際には、スミヤ法によるサ

ンプル採取が終了するまで、2 重に装着したゴム手袋の内側のゴム手袋につ

いてはテープにより端部の固定を行います。また、被服等に付着した放射性

物質が脱衣時に身体に付着することを防止するため､作業終了時には脱衣前

に現場にて事前にサーベイを行います。  
協力会社も含め、上記対策を徹底するとともに、放射線管理の重要性につ

いて再度周知いたします。  
 
本事象による環境への放射能の影響はありません。  
 
なお、本事象は、「東通原子力発電所におけるトラブル等対応要領」に基づ

くＣ情報であり、法令に基づく報告事象ではありません。  
 

以 上 
 

＊１．ＴＩＰ索引装置とは、ＴＩＰ（移動式炉心内計装装置：原子炉内の



出力分布を測定し出力領域モニタの校正をするための装置）により校

正を行う出力領域モニタの位置を選択する装置  
＊２．スミヤ法とは、スミヤろ紙と呼ばれるふき取り専用のろ紙を用いて

物品などの表面をふき取り、放射性物質を間接的に測定する方法  


